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弁

第

四

号 
   

衆
議
院
議
員
平
田
米
男
君
提
出
政
府
の
土
地
流
動
化
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 

る
。 内

閣
衆
質
一
二
四
第
四
号 

平
成
四
年
九
月
八
日 
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殿 

内
閣
総
理
大
臣 
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喜 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
平
田
米
男
君
提
出
政
府
の
土
地
流
動
化
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

我
が
国
経
済
は
、
現
在
調
整
過
程
に
あ
り
、
景
気
の
減
速
感
が
見
ら
れ
る
。 

こ
う
し
た
減
速
感
が
国
民
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
四
年

三
月
三
十
一
日
に
策
定
し
た
緊
急
経
済
対
策
の
着
実
な
実
施
を
図
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
、
同
年
八
月
二
十
八

日
、
総
合
経
済
対
策
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
経
済
情
勢
を
見
極
め
つ
つ
経
済
運
営
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

公
共
用
地
の
確
保
は
公
共
事
業
の
円
滑
な
執
行
を
図
る
た
め
不
可
欠
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号)

に
よ
る
土
地
の
先 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
特
定
公
共
用
地
等
先
行
取
得
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度
予
算
に
お
い
て
創
設
さ

れ
、
平
成
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
運
用
の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

買
い
制
度
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
用
地
先
行
取
得
制
度
等
の
活
用
に
よ
り
、
公
共
用
地
と
し
て
必
要
な

土
地
の
先
行
取
得
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

公
共
用
地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
そ
の
計
画
的
な
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
公

共
用
地
先
行
取
得
等
事
業
債
の
活
用
等
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
促
進
の
た
め
に
は
、
土
地
開
発
基
金
、
土
地
開
発
公
社
等
の
積
極
的
な
活

用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
公
共
用
地
等
の
円
滑
な
先
行
取
得
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
公
共
用
地
先
行
取
得

等
事
業
債
の
要
件
緩
和
を
逐
次
実
施
し
て
き
て
お
り
、
起
債
許
可
申
請
年
度
以
降
十
年
度
以
内
に
事
業
の
用
に

供
す
る
土
地
に
ま
で
起
債
の
対
象
と
な
る
土
地
を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
四
年
度
に
お
い
て
は
、
公
有

地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
先
買
い
の
対
象
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
そ

の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二

百
八
十
四
号
）
の
改
正
に
よ
り
そ
の
面
積
の
下
限
を
都
道
府
県
の
規
則
に
よ
り
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
、
平
成
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
公
共
用
地
等
の
先
行
取
得
に
つ

い
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

平
成
四
年
八
月
二
十
八
日
に
策
定
し
た
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
等
の
円
滑
な
実
施
を
図
る 

五 

 



 

六 

と
と
も
に
土
地
取
引
の
流
動
化
に
も
資
す
る
た
め
、
地
価
動
向
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
総
額
一
兆
五
千
五
百
億

円
の
規
模
で
公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
共
用
地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
の
積
極
的
活
用
等
に
よ

り
こ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
財
政
投
融
資
資
金
に
よ
っ
て
も
、
地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
応
じ

て
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
今
回
の
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
は
道
路
整
備
特
別
会
計
等
の
特
別
会
計
及
び
住
宅
・
都
市
整
備
公

団
等
の
公
団
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
四
千
億
円
程
度
の
公
共
用
地
の

先
行
取
得
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
財
政
投
融
資
資
金
に
よ
っ
て
も
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
必
要
な
資
金

と
し
て
三
千
二
百
億
円
程
度
の
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 




